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は

な
い

。

宗
教
間

対
話
の

比
喩
は
一

層
混
乱
を
引
き
起
こ

す
。

言
い

回
し

の

修
正
（
た

と

え
ば
勝
利
主
義
史
観
的

表
現
の

削
除）

だ

け
で

は
根
本
的

な

解
決
に
は

な

ら
な
い

。

　
一

つ

確
か

な
こ

と

と

し
て

言
え
る

の

は、

困
難
は

単
に

記
述
や
事
実
認

識
を
め

ぐ
る

も
の

で

は

な
く、

こ

れ
ま
で

の

宗
教
の

分
類
方
法
に
根
が
あ

る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

中
で

も
世
界
宗
教
・

民
族
宗
教
の

分
類
は
、

宗

教
史
の

記
述、

特
に

ユ

ダ
ヤ
教
ー
キ
リ
ス

ト

教
関
係
史、

部
族
宗
教
ー
イ

ス

ラ
ム

関
係
史、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
−

仏
教
関
係
史
の

記
述
を

大
き
く
規
定

し

て

き
た

。

し
か

も
そ

こ

に

は
、

日

本
特
有
の

問
題
も

あ
る

。

近

年
の

「

世
界
宗
教
」

の

概
念
に

対
す
る
歴

史
的
な

批
判
研

究
と

し
て

は
、

増
澤

知
子
や
ジ
ョ

ナ

サ
ン
・

ス

ミ

ス

に

よ

る

も
の

が
知
ら

れ

て

い

る
。

そ
れ
ら

の

研
究
か
ら

わ

か
る

こ

と
の
一

つ

に
、

欧
米
で

は
、

か

つ

て

は

世
界
宗
教

を
キ

リ
ス

ト

教、

イ
ス

ラ

ム
、

仏
教
に

限
定
し
て

い

た

が、

後
の

研
究
者

た

ち
は

「

多．
元
主
義
的
エ

チ
ケ

ッ

ト
」

の

た

め

に

七
に

増
や

し
、

現
在
は

「

世
界
の

諸
宗
教
」

と

い

う
意
味
に

変
容
し

た

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

に

対
し
て

、

日
本
で

は

世
界
宗
教
の

カ

テ

ゴ

リ

ー

は
、

現
在
も
三

宗
教

に

限

定
し
て

使
わ
れ

る

こ

と
が

多
く、

そ
の

理

由
は

『

宗
教

学
辞
典
』

（
小
口
・

堀
監
修
）

の

鈴
木

範
久
に

よ
る

説
明
か

ら

変
わ
っ

て

い

な
い

。

す
な

わ

ち、

M
・

ウ
ェ

ー

バ

i
以
来
の

現
世
拒
否
的
救
済
観
の

有
無
で

あ

る
。

そ
の

原

因
と

し
て

考
え
ら
れ
る

の

は、

一

つ

に

は
、

「

多
元
主

義
的

エ

チ

ケ

ッ

ト
」

を

求
め

ら
れ

る

よ

う
な

日
常
的
状

況
が

な
い

こ

と
、

も
う

一

つ

は
、

西
洋
近
代
合
理
主

義
の

特
殊
な
発
展
（
そ

し

て

そ

れ

と

対
を
な

す

東
洋
の

特
殊
性
）

を

宗
教
文
化
と
い

う
点
か

ら

説
明
す
る

こ

と
へ

の

需

要
が

高
い

こ

と

（

そ

こ

に

世
俗
的
観
点
か

ら

宗
教

史
を

学
ぶ

意

義
を

帰
し

て

き
た

こ

と
）

で

あ
る

。

特
に

後
者
の

関
心
の

下
で

は、

（

ウ

ェ

ー

バ

1
・

テ

ー

ゼ

に

則
り）

カ

ル

ヴ
ィ

ニ

ズ

ム

に

収
斂
し

て

い

く
よ

う
に

ユ

ダ

ヤ

ー
キ

リ

ス

ト

教
史
を

構
成
す
る

こ

と
に

な
る

た

め
、

否
応
な

く
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

中
心
的
な
キ

リ

ス

ト

教
観
に

な
る
。

つ

ま

り
、

日
木
で

は
、

近

代
化
論
的
関
心
が
無
自
覚
の

う
ち
に

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

護
教
論、

文
化
特

殊
性
論
を

容
認
し
て

き
た

と
い

う
問
題

が
あ
る

。

特
定
の

理
論
的
観
点
か

ら

の

構
築
物
で

あ
っ

た

は

ず
の

類
型
が
、

各
宗
教
に

内

在
す
る

本
質
で

あ

る

か

の

よ

う
に

捉
え
ら

れ

て

き
た

の

で

あ
る
。

　

そ
れ

で

は

こ

の

問
題
に

つ

い

て
、

宗
教
の

基
礎
コ

ー

ス

を

教
え
な
く
て

は

な
ら
な

い

者
は

ど

う
す
れ

ば
よ

い

だ
ろ

う
か

。

各
宗
教
史
の

専
門
家
が

問
題
に

取
り
組
み、

記
述
を

修
正

す
る

の

を

待
つ

し

か

な
い

の

か
。

こ

こ

で

提
唱
し

た

い

の

は
、

逆
に

教
育
の

場
を
積
極
的
に

活
用
す
る

こ

と

で

あ

る
。

従
来
の

学
問
論
（

科
学
論
）

で

は
、

研
究
者
と

研
究
対
象
の

問
の

相

互

作
用
は

よ

く
議
論
さ
れ

て

き
た

が
、

多
く
の

研
究
者
は

ま
た

教
室
に

お

い

て

も
他
者
と
の

相
互

作
用
を

経
験
す
る

。

解
釈
学
的
循
環
は

そ
こ

に

も

発
生

し
て

い

る

こ

と

を

意
識
的
に

研
究
に
取
り
込
む
こ

と
に

つ

い

て
、

一

つ

の

テ

ス

ト
ケ

ー

ス

を

示
す。

宗
教
教
育
の

二

方
向

　
　
　
　
水
平
的

多
元
主
義
と
垂
直
的

多
元
主
義
の

あ
い

だ

津

　
城

　
寛
　
文

　

現
代
日

本
の

宗
教
教
育
論
は

、

何
を

目
的
と

す
る

か

に

よ

っ

て、

か

に
四
つ

に

分
け
ら
れ

る
。

政

官
主

導
の

「

道

徳
心
」

「

公
共
心
」

養
を
主

張
す
る

も
の
、

既
成
教
団
や
法
曹
界
主

導
の

「

オ

カ

ル

ト
」
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「

カ

ル

ト
」

対
策
の

役
割
を

強
調
す
る

も
の
、

教
育

界
主

導
の

「

生

命
へ

の

畏
敬
」

を
重
視
す
る
意
見

、

宗
教
学
の
一

角
か
ら

異
文
化
教
育
の

側
面

を
持
っ

た

「

宗
教
文
化
」

理
解
の

必
要
性
の

提
案
で

あ
る

。

　
「

公

共
心
」

「

オ
カ

ル

ト
」

に

注
目
し
て、

宗
教
の

二

つ

の

タ
イ
プ

を
戯

画
的
に

描
け
ば
、

一

方
に

社
会
的
な
公
共
宗
教、

他
方
に

は

他
界
的
な
オ

カ

ル

ト

宗
教
が

あ
る

。

「

生

命」

は
、

社

会
的
な
意

味
で

も
他

界
的

な
意

味
で

も

考
え
ら

れ

て

い

る
。

「

文
化
」

教
育
で

は
、

他
界
的
な

話
題
は

や

や

周
辺
的
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

「

宗
教

多
元
主
義
」

と

い

う
耳
慣
れ
た
キ

ー
ワ

ー

ド
を、

諸
宗
教
の

諸
要
素
は
多
様
で

あ
る
こ

と

を
配
慮
す
る
、

と

い

う
ほ
ど
の

ゆ

る

や

か
な
意
味
で

用
い
、

そ
れ
を
水
平
方
向、

垂
直
方
向

で

考
え
る

。

　

宗
教

的
多
元
主
義
は

、

諸
宗
教
が
歴

史
地
理
的
に

多
様
で

あ
る

と

い

う

「

水
平
」

的
な
分
布
が

見
え
や
す
い

。

チ

ャ

ー
チ

／
セ

ク

ト

論
な

ど

は
、

社

会
内
に

お

け
る

宗
教
組

織
の

構
造
機
能
の

モ

デ

ル

化
で

あ
る

。

他
方

、

私

秘
的
で

求
心

的
な

神
秘
主
義
と

言
わ

れ
る
タ

イ
プ

は、

し
だ
い

に

世
俗

（

社
会）

と

の

関
係
が

薄
れ
、

極
点
で

は

世
俗
外
へ

と

消
滅
す
る

。

瞑
想

、

恩

寵
な
ど
の

宗

教
体
験
の

分
類
の

試
み
は
「

垂

直
」

的
な
多
元
主
義
と
い

え
る

。

水
平
／
垂

直
の

対
比
は、

日
本
の

宗
教
教
育
の

議
論
で

は
、

ま
だ

明

確
な
主
題
と

し
て

定
着
し

て

い

な
い

が、

随

所
で

不
可
避
的
に

言

及
さ

れ
る

。

こ

の

両

次
元
を

繰
り
返
し
主
題

化
し
て

い

る

典
型
は
、

宗
教
（
霊

性）

に

「

水．
平

的
ま
た
は
変
換
的
」

な
も
の

と
「

垂
直
的
あ
る
い

は

変
容

的
」

な
も
の

を

区
別

す
る

ウ

ィ

ル

バ

ー

と、

そ
の

支
持

者
た
ち
で

あ
る

。

　

水
平
的
な
宗

教
多、
兀

主

義
の

教
育
で

は、

普
遍
雫

義
（
理
想
化
さ
れ
た

包

括
主

義）

と

棲
み

分
け
主
義
（
洗
練
さ
れ
た
排
他
主
義）

と

の

あ
い

だ

の
、

最
後
の

落
と
し

所
の

対
立
が
問
題
と
な
る

。

垂
直
的
な
宗
教
多
元
主

義
の

教

育
で

は
、

内
面

的
な

次．
兀

の

重

層
的
な

見
取
り
図

が
考
え
ら

れ

る
。

ヒ

ッ

ク

は

宗
教

多
元
主
義
の

中
で
、

他

界
の

さ
ま
ざ
ま
な
ビ

ジ
ョ

ン

を
比

較
検
討
し、

「

世
界
の

多．
元
性、

あ
る

い

は

空

間
系
の

多
元
性
」

と

表

現
し

て

い

る
。

こ

れ

は

「

未
来
の

生

命
」

（

死

後
生
）

が

発
達
し
て

ゆ

く
「

空
間
」

が

多
元
的
・

多
層
的
で

あ
る

と
い

う
意

味
で
、

「

垂

直
的
」

な

多
元
主

義
の

話
題
で

あ
る

。

グ

ロ

フ

は、

「

霊

的
発
達
と
は

、

あ
ら
ゆ

る
人

間
が
生

ま
れ

な
が

ら
に

し
て

持
っ

て

い

る

進

化
の

能

力
」

と

宣
言

し、

そ
の

プ
ロ

セ

ス

で

遭
遇
す
る

危
険
な

段
階
を

、

「
魂
の

危
機
」

と

呼

び、

ま
た

「

支
援
的
な
環
境
の

も
と

で

適
切
な
理
解
が

得
ら
れ
れ

ば、

こ

う
し
た

困
難
な

精
神

状
態
は

き
わ
め

て

有
効
」

と
い

う
意
味
で

、

霊
的

「

危
機
」

は
霊
的

「

出

現
・

発
現
」

で

も

あ
る

と

表
現
し
た

。

　
た
だ
し
、

垂
直
次

元
の

宗
教

知
識

が
学

習
さ
れ
さ

え
す
れ
ば、

「

若
者

の

探
究
心
」

が
「

カ

ル

ト
の

よ

う
な
も
の

に
惹
き
つ

け
ら
れ
る
」

と
い

っ

た
戯
画
的
な
（
結
果
的
に

は
凄
惨
な）

こ

と
は

起
こ

ら

な
く
な
る

だ

ろ

う、

と

は

言
い

切
れ
な

い
。

む
し
ろ
、

垂
直
次
元
に

関
心
を
集
中
す
る

と、

軽

視
し
た

次．
兀

に

死
角
が

で

き、

水
平
的
な
諸
問
題
に

無
防
備
に

な
る

（

逆

も
然

り）
。

乖

直
的
な
「

本
格
性
」

を
め

ざ

す
宗
教
・

世

界
観
は
、

水
平

的
な
「

合
法
性
」

を

持
つ

宗
教
・

世
界
観
に

と
っ

て、

原
理
的
に

危
険
を

孕
む

。

　
授
業
を

受
け
る

側
に

視
点
を

当
て

る

と
、

一

方
に

は、

宗
教
の

社

会
的

機
能
に

関
す
る

問
題

意
識
が

あ
り、

他
方
に

は
、

他

界
的
な

関
心
が

あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ
の

関
心
は
正

当
な
理
由
を

持
っ

て

お
り、

い

ず
れ
に

対
し

て

も、

教
え
る

側
は

適
切
に

対
応
す
る

こ

と
が

望
ま
れ
る

。
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